
第36号 

中島公園の桜 

 

 

  

発行人：平松記念病院 広報委員会  

発行日：2015年5月発行 
 

〠064-8536 

      札幌市中央区南22条西14丁目1番20号 

ホームページ： http://www.hiramatu-mhp.or.jp  
    (H26年1月よりホームページをリニューアルしております）  

 

お問い合わせ：       

 E-mail:webmaster@hiramatu-mhp.or.jp 

TEL:（011）561-0708 FAX:（011）552-5710 

表紙写真提供：広報委員 

１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指

し、地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるよう    
に努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 
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 節目が日常に対する、非日常の機会として、個人や組織が変わるきっかけとして機能することが 

あります。卒業式や入社式などは節目そのものがイベント化したものですが、社会人も長くなるとその

ような儀式も次第になくなっていきます。 

 

 私の場合は毎年参加している心理学系の学会参加の際に全国に散り散りとなった級友らと

近況を語り合うのが節目の一つとなっていたりします。彼らが治療者として工夫や奮闘をしている

話を聞くとよい刺激になるのです。意味づけ次第では、十人十色それぞれに節目を意識し、

日々を振り返ることが可能でしょう。継続的に治療に取り組まれている患者皆様におかれましても同じことが言えると   

考えます。時に立ち止まり、変化や目標を確認することで見えてくることもまたあるように思います。 

  

 4月1日は多くの人にとって節目にできる日。個人や組織の「これまで」を振り返り、「これから」を考えるきっかけであり、 

次への意識を醸成する契機となります。節目を上手に活用して心機一転、新鮮な気持ちで何事にも取り組んでいければと

思います。 

 気がつけば、広報誌の初刊から10年という節目を迎えました。当時より広報委員を務めておりますが、今後も工夫を 

重ねながら、当院の取り組みを発信していきたいと考えております。 

臨床心理科 山田 威仁 
（広報委員長） 

広報委員 鎌田PSW 
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平松記念病院 広報誌 

「節目を上手に活用して、日常に刺激を」 

 平松記念病院では、職員一人一人が自己研鑽に努め、積極的
に医療に携わるものとして必要な知識を吸収し、日々ステップ
アップすることを心がけでいます。                    

 月1回開催される院内勉強会の他に、部署や委員会等が中心と
なり企画された研修会には、数多く参加されています。 

 今年度に入ってからの研修内容を一部ご紹介いたします。 

✿ 薬局 「薬の基本のき」シリーズ （第３回） 

4/15.4/20.4/24（会議室）  

向精神薬の等価換算について 
 

✿ 包括的暴力防止プログラム（CVPPP）        

4/22（会議室） 技術演習 
 

✿ クリニカルパス委員会 
5/25（会議室）    

急性期病棟におけるクリニカルパスを利用した退院支援 
（演者 豊田PSW）     

 花見シーズンが終わり、夏へのカウ

ントダウンが始まりました。寒さとの

戦いは終わったと一息ついたのも束の

間で、これからは花粉・マスクとの戦

いが待っています。季節の変わり目は

体調を崩しやすい私ですが、暑さに負

けず、花粉に負けず、マスク着用時の

耳の痛みにも負けないで万全な体調で

夏を乗り切ろうと思っております。                                     

前多 



一年間の臨床の成果を共有する場として毎年恒例となっている「看護研究発表会」と「院内研究発表会」が 
今年も2月9日、3月16日にそれぞれ開催されました。年々、質問や議論が交わされることが増えていっている 
ように感じられました。今年度の発表演題を以下に記します。 （文責 山田） 

 

看護研究発表会  
・手洗いの大切さの意識付けに向けて～男子精神科閉鎖病棟の患者様へのアプローチ～（新館３棟） 
・当病棟でのつなぎ服除去の試み～A様の看護を通して～（新館１棟） 
・当院急性期治療病棟スタッフにおけるストレス調査からの分析（新館２棟） 
 

院内研究発表会 
・接遇向上を目指したアンケートによる試み（看護部門） 
・デイケアに導入した不眠の集団認知行動療法の効果の検討（臨床心理部門） 
・統合失調症の服薬満足度調査（薬局部門） 
 

看護研究発表会・院内研究発表会看護研究発表会・院内研究発表会  

  日々の人とのやり取りの中で悩みや不安を抱えたり、上手くできないと感じることはありませんか？ 

 ここではコミュニケーションをタイプ別に分けて考えてみます。 

 

 「つい言い過ぎてしまって後悔する」 
 →アグレッシブ（攻撃的）…自分の事を中心に考えてしまいがちなタイプ              

   怒鳴ったり、威圧的な態度で他者と接する事が多い 

 

      「Noと言いたいのにNoと言えない」  
      →ノンアサーティブ(非主張的)…自分の感情を押し殺し、相手に合わせるタイプ  

        次第に欲求不満がつのり、ストレスがたまりやすい 

  

 こういったコミュニケーションの問題を解決する有効な手段として「アサーション(主張する)」があります。 
 

「アサーション」とは… 

  自分も相手も大切にしながら自分の意見や考えを、その場にふさわしい形で正直に表現することです。 

 一方的に「相手を変える」という接し方ではなく、「歩み寄れる所は歩み寄る」「自分が変わる事で相手も変わ  

 る可能性がある」と考える事を大切にしています。 
  

 皆さんも今までの自分のコミュニケーションを振り返って、アサーションを目指してみませんか？ 
 

 次回は「アサーション」の具体的な考え方についてお話したいと思います。 

 今年入職した新しいスタッフをご紹介します 

①名前②職種③出身地④趣味 

⑤好きな食べ物 ⑥好きな言葉 

⑦これからの抱負 

①笹野友香②診療情報管理士    

③札幌市④映画鑑賞⑤パスタ 

⑥一期一会⑦一生懸命頑張ります！ 

宜しくお願いします 

①森井珠枝②臨床検査技師③小樽市

④猫とあそぶ⑤エビ/カニ    

⑥一石二鳥⑦真面目に働きます！ 

宜しくお願いします 

①中村由香里②看護師③北広島市④クライ

ミング、スノーボード、家でぼーっとする

⑤くるみ黒糖、たらこ、クロワッサン⑥…

⑦早く仕事を覚えられるよう頑張ります 

出張☆
出前講

座 
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①淡路絵梨子②准看護師③釧路市   

④ジムで体を動かす⑤パン 

⑥蝶のように舞って蜂のように刺す 

⑦早く仕事を覚え即戦力になれるよう 

頑張りますので宜しくお願いします 

①齊藤希②精神保健福祉士③旭川市④買い物、 

旅行⑤おすし、辛い食べ物 

⑥一期一会⑦至らない点が多くご

迷惑をおかけしますが、日々努力

していきたいと思いますので宜し

くお願い致します 

 5月20日（水）「合同レク 春の歌声コンテスト」が  

開催されました。 

 今年の春の歌声コンテストは例年の参加者数を上回り、

43名の方が日々練習してきた歌声を披露してくれました。 

 作業療法に参加していただいている皆様が飾り付けして

くれた会場は華やかで春らしい雰囲気となりました。 

 デイケア活動報告 

 5月８日にさとらんど・モエレ沼公園まで出かけました。 

 天気も良く、皆さんアクティブに過ごされ、施設内とはまた違った
表情を見せていました。 

 デイケアでは、年に数回外出行事を企画しています。         
新たな参加者お待ちしています。 

モエレ沼の噴水待ち... 

出ました… 

 春の歌声コンテスト開催 


